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ワ
ム

か
つ
ろ
う

成
田
勝
郎
は
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
年
）
二
月
一
七
日
新
潟

や
そ
い
ち

県
三
条
市
に
成
田
八
十
一
・
フ
ジ
の
子
と
し
て
う
ま
れ
た
。
八
十
一
は

村
上
藩
士
佐
藤
孫
七
の
子
で
幼
名
榮
助
。
数
理
を
こ
の
ん
で
関
孝
和
流

の
和
算
を
ま
な
ん
だ
。
改
名
し
た
八
十
一
も
九
・
九
Ⅱ
八
一
に
ち
な
む

も
の
で
あ
っ
た
・
の
ち
成
田
フ
ジ
と
結
婚
し
成
田
家
の
名
跡
を
つ
い
だ
。

教
育
者
で
あ
っ
た
。
勝
郎
の
数
学
好
き
、
物
理
学
好
き
は
父
の
影
響
で

成
田
勝
郎
と
で
あ
っ
た
の
は
、
精
神
衛
生
雑
誌
『
脳
』
第
一
三
巻
第

四
号
（
一
九
三
九
年
）
に
、
「
「
断
種
論
」
葬
送
譜
」
と
題
す
る
文
章
を

み
た
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
の
ち
呉
秀
三
先
生
に
つ
き
鰭
崎
轍
の
話
し

を
き
い
た
と
き
に
、
成
田
の
こ
と
が
で
て
き
た
。
つ
づ
い
て
、
精
神
科

医
療
史
研
究
法
で
南
孝
夫
に
二
九
八
九
年
）
、
ま
た
懸
田
克
躬
に
（
一

九
九
一
年
）
に
話
し
を
う
か
が
っ
た
と
き
、
成
田
に
つ
き
か
な
り
く
わ

し
く
か
た
ら
れ
た
。
そ
の
の
ち
、
娘
の
服
部
芳
子
お
よ
び
そ
の
夫
服
部

清
か
ら
、
ま
た
息
成
田
一
郎
か
ら
父
に
つ
き
う
か
が
っ
た
。
さ
ら
に
小

峯
和
茂
の
協
力
も
え
て
、
成
田
の
主
要
著
作
を
あ
つ
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

断
種
法
史
上
の
人
び
と
（
そ
の
六
）

ｌ
成
田
勝
郎
・
付
菊
地
甚
－
１

岡

田
靖
雄

あ
っ
た
。

三
条
中
学
校
、
第
四
高
等
学
校
を
へ
て
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
に
入

学
、
一
九
二
○
年
（
大
正
九
年
）
一
二
月
に
そ
こ
を
卒
業
し
た
。
同
級

の
精
神
科
医
に
は
大
熊
泰
治
、
内
藤
好
文
が
、
他
科
医
で
は
堀
田
琴
次
、

福
田
保
が
い
る
（
名
簿
で
前
後
数
年
の
人
を
み
る
と
、
わ
た
し
の
在
学

中
ま
た
そ
の
す
こ
し
あ
と
に
定
年
を
む
か
え
た
東
京
大
学
医
学
部
教
授

が
目
に
つ
く
）
。
翌
年
三
月
に
は
呉
秀
三
教
授
の
も
と
に
東
京
帝
国
大

学
助
手
と
な
り
、
つ
づ
い
て
一
九
二
一
年
七
月
一
日
か
ら
一
九
二
三
年

三
月
二
六
日
ま
で
東
京
府
立
松
沢
病
院
医
員
と
し
て
つ
と
め
た
。

少
年
法
は
一
九
二
二
年
四
月
二
○
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
年
一
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
た
。
少
年
保
護
問
題
の
重
要
性
を
感
じ
た
呉
教
授
に
す

す
め
ら
れ
た
成
田
は
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
三
月
に
矯
正
院
医

官
、
多
摩
少
年
院
第
三
課
長
と
な
っ
た
、
日
本
で
最
初
の
矯
正
院
医
官

で
あ
っ
た
。
成
田
は
生
涯
少
年
問
題
と
と
り
く
む
こ
と
に
な
る
。
よ
り

新
鮮
な
不
良
少
年
を
み
た
く
て
、
翌
年
七
月
に
は
東
京
少
年
審
判
所
医

務
嘱
託
と
な
り
、
一
九
二
六
年
一
○
月
か
ら
私
立
加
命
堂
病
院
医
員
を

か
ね
た
。
こ
の
間
一
九
二
五
年
に
は
、
呉
が
定
年
退
官
し
、
三
宅
鑛
一

が
後
任
教
授
と
な
っ
た
。
一
九
二
年
五
月
に
は
、
多
摩
少
年
院
東
京
出

張
所
医
務
嘱
託
、
東
京
少
年
審
判
所
少
年
保
護
司
事
務
嘱
託
。
一
九
三

六
年
に
は
三
宅
が
定
年
退
官
し
、
内
村
祐
之
が
後
任
教
授
と
な
り
、
ま

た
三
宅
の
も
と
に
脳
研
究
室
が
開
設
さ
れ
た
。

一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
年
）
七
月
東
京
少
年
審
判
所
少
年
審
判
部

長
嘱
託
。
ま
た
戦
後
は
高
井
戸
の
家
庭
学
校
で
遮
断
療
法
を
実
践
し
て

い
た
。
一
九
四
八
年
五
月
少
年
保
護
司
。
一
九
四
八
年
七
月
一
五
日
に
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「
性
格
の
本
態
（
従
っ
て
精
神
の
本
態
）
に
関
す
る
一
仮
説
」
（
二
二

回
）
（
一
九
三
三
，
一
九
三
五
年
）
、
「
精
神
軌
道
学
」
二
八
回
）

（
一
九
三
六
’
一
九
三
七
年
）
、
「
変
質
可
変
の
実
験
的
証
明
の
顛
末
」

（
七
回
）
（
一
九
三
七
’
一
九
三
八
年
）
、
「
精
神
病
学
の
再
建
を
目
指
し
て
」

（
七
回
）
（
一
九
三
六
）
な
ど
、
か
れ
の
主
要
論
文
は
『
脳
」
に
か
か
れ

て
い
る
。
学
術
論
文
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
「
矯
正
医
学
会
雑

誌
」
に
の
っ
た
南
孝
夫
ほ
か
と
の
共
著
「
脳
波
に
よ
る
非
行
少
年
の
鑑

別
診
断
」
（
一
九
五
四
年
）
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。

一
九
五
五
年
に
で
た
『
矯
正
医
学
会
雑
誌
」
第
四
巻
特
別
号
（
遺
稿

集
）
に
は
、
「
少
年
保
護
の
歩
み
」
、
「
東
京
少
年
鑑
別
所
運
営
上
の
根
本

原
理
に
つ
い
て
」
、
「
遮
断
処
置
に
つ
い
て
」
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
『
少
年
保
護
」
に
論
文
を
い
く
つ
か
か
い
て
い
る
。

そ
の
文
章
は
自
分
も
み
と
め
て
い
る
よ
う
に
冗
長
で
、
数
学
、
物
理

学
の
援
用
が
お
お
く
、
ま
た
か
な
り
攻
撃
的
で
あ
る
。
サ
ッ
と
よ
ん
で

公
布
さ
れ
た
改
正
少
年
法
は
一
九
四
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
。
そ
し
て
成
田
は
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
四
月
に
法
務
技
官
、

東
京
少
年
鑑
別
所
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
九
五
四
年
一
○
月
一
八
日
東

京
少
年
鑑
別
所
完
工
の
日
、
病
床
に
あ
っ
た
成
田
は
礼
服
を
つ
け
て
臥

床
し
て
い
た
。
一
○
月
一
二
日
東
京
都
練
馬
区
仲
町
の
官
舎
で
肝
が
ん

に
よ
り
死
去
し
た
、
五
九
歳
。

そ
の
学
識
経
験
を
も
っ
て
少
年
法
改
正
に
寄
与
し
た
成
田
は
、
少
年

鑑
別
の
父
、
「
ネ
リ
鑑
」
を
ひ
ら
い
た
男
と
称
さ
れ
て
い
た
。

い
っ
て
は
理
解
し
に
く
い
。

か
れ
の
学
説
を
う
け
つ
い
だ
人
と
し
て
は
、
二
代
目
の
東
京
少
年
鑑

て
つ

別
所
長
と
な
っ
た
鰭
崎
轍
（
一
八
九
九
’
一
九
八
四
）
、
の
ち
に
大
正
大

学
教
授
と
な
っ
た
心
理
学
者
長
谷
川
孫
一
郎
、
成
田
の
助
手
を
し
の
ち

早
稲
田
大
学
教
授
と
な
っ
た
服
部
清
二
九
二
四
，
一
九
九
三
）
な
ど
が

い
る
。鰭

崎
は
成
田
の
所
説
を
整
理
し
す
ぎ
た
と
も
さ
れ
る
が
、
鰭
崎
に
し

た
が
っ
て
成
田
学
説
の
二
主
要
点
を
紹
介
し
て
お
こ
う
〔
い
つ
か
自
分

の
目
で
よ
み
と
っ
た
成
田
学
説
の
ま
と
め
を
し
て
み
た
い
〕
。

一
般
に
い
わ
れ
る
精
神
現
象
は
、
我
胃
呂
（
人
文
科
学
の
対
象
）
、
精

神
⑦
凰
降
（
人
文
科
学
の
対
象
）
、
心
情
体
勺
嬰
呂
の
》
静
座
叉
い
き
て
い

る
実
体
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
自
然
科
学
の
対
象
）
か
ら
な
る
。
心
情
体
に

は
心
情
基
層
、
心
情
内
層
、
心
情
外
居
、
が
あ
る
。
脳
器
質
疾
患
、
精

神
薄
弱
は
心
情
基
層
病
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
内
因
精
神
病
は
心
情
内
層

病
に
相
当
し
、
神
経
症
、
不
良
行
為
、
少
年
非
行
は
心
情
外
居
病
で
あ

る
。
成
田
ら
が
つ
く
っ
た
性
格
特
徴
問
診
法
を
鰭
崎
が
改
良
し
た
心
情

質
徴
標
問
診
法
は
あ
る
時
期
矯
正
施
設
で
か
な
り
ひ
ろ
く
利
用
さ
れ
て

い
た
。
抑
う
つ
性
、
無
力
性
、
過
敏
性
、
強
迫
性
、
自
己
不
確
実
性
、

内
閉
性
、
粘
着
性
、
意
志
欠
如
性
、
即
行
性
、
不
安
定
性
、
気
分
易
変

性
、
顕
示
性
、
爆
発
性
、
爽
快
性
の
心
情
質
徴
標
が
、
そ
の
程
度
に
応

じ
扇
状
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

遮
断
療
法
は
、
隔
離
に
よ
る
少
年
の
観
察
か
ら
あ
み
だ
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
期
間
の
隔
離
・
刺
激
遮
断
に
つ
づ
く
刺
激

（
メ
ン
タ
ル
ワ
ー
ク
）
注
入
か
ら
な
る
。
人
生
観
な
ど
を
い
れ
な
い
点
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で
は
、
成
田
の
断
種
法
批
判
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
？

「
断
種
法
制
定
に
関
し
て
私
は
可
否
関
心
そ
の
も
の
を
始
め
か
ら
全

然
持
た
な
か
っ
た
」
と
か
れ
自
ら
が
か
い
て
い
る
。
少
年
問
題
に
没
頭

し
て
い
わ
ば
地
下
潜
行
し
て
い
た
か
れ
の
目
を
断
種
法
に
む
け
さ
せ
た

の
は
、
「
指
導
会
事
件
」
で
あ
る
。

日
本
少
年
指
導
会
は
東
京
少
年
審
判
所
管
内
の
一
保
護
団
体
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
会
の
橋
本
勝
太
郎
（
陸
軍
中
将
）
お
よ
び
お
な
じ
く
教
化

研
究
部
主
任
の
吉
益
脩
夫
（
一
九
二
四
年
卒
業
、
脳
研
究
室
所
属
）
が
、

一
九
三
六
年
五
月
一
六
日
に
「
少
年
不
良
化
予
防
対
策
と
し
て
の
断
種

論
」
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
少
年
保
護
を
否
定
す
る
身
内
の

反
乱
と
と
ら
れ
た
。
東
京
少
年
審
判
所
は
成
田
に
事
件
解
決
を
依
頼
し

た
が
、
成
田
の
調
停
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
成
田
は
精
神
軌
道
学
実
験
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。
新
聞

記
者
が
「
変
質
可
変
実
験
」
と
よ
ん
だ
第
一
実
験
は
、
精
神
薄
弱
を
と

も
な
う
一
三
歳
の
精
神
変
質
〔
精
神
病
質
〕
少
年
を
対
象
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
四
月
六
日
か
ら
一
五
日
ま
で
に
三
回
、
五
月

一
二
日
か
ら
一
八
日
ま
で
に
三
回
の
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

は
じ
め
の
状
態
が
刺
激
遮
断
を
へ
て
ど
う
変
化
す
る
か
た
し
か
め
る
も

の
で
、
実
験
は
成
功
し
た
。
つ
ま
り
、
遺
伝
で
不
変
と
さ
れ
た
変
質
が

で
、
森
田
の
提
唱
し
た
臥
褥
療
法
と
は
こ
と
な
る
と
さ
れ
る
。
懸
田
も

遮
断
療
法
の
効
果
を
た
か
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
追
試
し
て
く

れ
る
人
の
い
な
い
こ
と
を
な
げ
い
て
い
た
。

状
態
変
化
を
し
め
し
た
の
で
、
そ
れ
が
断
種
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
五
月
の
実
験
に
は
三
宅
も
た
ち
あ
っ
て
、

そ
の
変
化
を
確
認
し
た
。
六
月
五
日
に
で
た
『
日
本
医
事
新
報
』
第
七

六
九
号
は
、
「
断
種
法
反
対
の
科
学
論
的
所
論
現
る
」
と
報
道
し
た
。

六
月
一
二
日
披
露
宴
が
お
こ
な
わ
れ
た
成
田
に
よ
る
精
神
衛
生
研
究

所
創
立
準
備
会
に
は
、
橋
本
、
吉
益
も
参
加
し
て
い
て
、
二
人
は
こ
の

の
ち
不
良
少
年
断
種
の
主
張
は
し
な
か
っ
た
。

第
二
実
験
は
、
一
六
歳
の
精
神
分
離
症
〔
精
神
分
裂
病
〕
（
緊
張
病
型
）

の
少
年
を
対
象
と
し
て
一
九
三
八
年
一
月
八
日
か
ら
一
九
日
ま
で
お
こ

な
わ
れ
、
心
的
異
常
の
実
態
が
ほ
ぼ
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
実
験
は
成
功

し
た
。精

神
薄
弱
の
人
を
対
象
と
す
る
第
三
実
験
は
一
九
三
八
年
夏
に
公
開

試
行
を
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
成
田
の
文
化
的
暗
殺
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
き
成
田
は
「
精
神
病
学
理
が
意
識
的
に
文
化

的
暗
殺
具
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
」
と
し
か
の
べ
て
い
な
い
が
、
成
田
は

精
神
病
（
パ
ラ
ノ
イ
ャ
な
ど
）
だ
と
の
噂
が
な
が
さ
れ
た
ら
し
い
。

さ
て
、
「
「
断
種
論
」
葬
送
譜
」
は
「
精
神
病
学
の
再
建
を
目
指
し
て
」

の
第
二
章
と
し
て
『
脳
」
の
第
一
三
巻
第
四
、
五
、
六
、
七
、
九
号
（
一

九
三
九
年
）
に
の
っ
た
（
「
精
神
病
学
の
再
建
を
目
指
し
て
」
は
、
こ
の

第
二
章
ま
で
で
未
完
）
・
こ
こ
で
成
田
は
、
精
神
病
学
は
脳
病
学
に
よ
る

こ
と
に
よ
っ
て
一
部
地
動
説
に
は
い
っ
て
い
る
が
大
勢
は
ま
だ
天
動
説

の
時
期
に
あ
っ
て
、
艀
冒
で
な
く
て
３
房
．
が
、
学
理
で
な
く
て
教
理

が
支
配
専
制
し
て
い
る
、
と
し
、
命
を
あ
ら
か
じ
め
た
つ
断
種
は
生
命

の
た
め
の
医
学
で
は
な
く
て
死
学
、
殺
学
で
あ
る
、
国
策
要
求
か
ら
の
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断
種
論
議
は
謝
絶
し
て
心
的
艀
冒
探
究
を
一
歩
で
も
す
す
め
る
べ
き

だ
、
と
主
張
す
る
。
「
恩
師
」
で
あ
る
三
宅
を
「
教
主
」
と
ま
で
い
い
き

と
も
か
く
も
、
一
九
四
○
年
の
国
民
優
生
法
に
は
不
良
少
年
断
種
は

も
り
こ
ま
れ
な
か
っ
た
。

菊
地
甚
一
（
一
八
八
七
’
一
九
五
二
は
、
「
脳
」
の
編
集
に
あ
た
っ

て
い
て
、
成
田
を
さ
さ
え
た
人
で
あ
る
。
山
形
県
に
う
ま
れ
た
菊
地
は

済
生
学
舎
に
ま
な
ん
で
一
九
一
四
年
医
師
免
許
を
取
得
。
一
九
一
五
，
一

六
年
と
巣
鴨
病
院
医
員
。
の
ち
大
塚
に
開
業
し
、
司
法
精
神
鑑
定
を
よ

く
し
て
い
た
。
精
神
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
た
人
の
無
実
を
証
明
し
た
こ
と

も
あ
る
。
ま
た
日
本
犯
罪
学
会
の
運
営
に
あ
た
り
、
司
法
精
神
鑑
定
に

関
す
る
著
書
も
数
冊
あ
る
。
か
れ
は
「
脳
」
に
、
断
種
法
に
関
す
る
小

論
文
を
か
い
て
い
て
、
そ
れ
は
『
断
種
法
問
題
小
論
」
二
九
三
八
年
）

に
ま
と
め
ら
れ
た
。
か
れ
は
強
制
断
種
に
つ
よ
く
反
対
し
、
階
級
性
を

と
り
あ
げ
、
ナ
チ
ス
を
批
判
し
て
い
る
（
論
文
に
み
ず
か
ら
×
×
×
を

使
用
）
・
精
神
病
は
遺
伝
だ
け
で
き
ま
る
も
の
で
は
な
い
、
精
神
病
に
な

っ
た
ら
ま
ず
療
病
処
置
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
（
治
療
学
と
し
て
の
精

神
病
学
は
ま
だ
わ
か
い
）
、
対
象
者
を
き
め
る
手
続
き
が
問
題
だ
、
と
い

う
の
が
、
か
れ
の
断
種
法
反
対
の
主
要
点
で
あ
る
。

（
平
成
十
五
年
一
月
例
会
）

だ
、
と
主
奉

っ
て
い
る
。

玄
春
の
出
仕
先

こ
の
日
記
か
ら
玄
春
の
出
仕
先
を
み
る
と
、
嘉
永
元
年
か
ら
安
政
五

年
ま
で
は
多
紀
氏
主
宰
の
幕
府
「
医
学
館
」
で
あ
り
、
安
政
六
年
に
は
、

お
玉
ヶ
池
「
種
痘
所
」
と
な
り
、
文
久
三
年
か
ら
慶
応
元
年
ま
で
は
種

痘
所
が
改
称
さ
れ
た
「
医
学
所
」
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
お
い
て
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
出
来
事
を
あ
げ
る

と
、
嘉
永
元
年
に
玄
春
は
二
三
歳
で
父
の
死
後
家
督
を
つ
い
で
小
普
請

医
師
と
な
り
、
医
学
館
に
出
仕
し
た
。
嘉
永
三
年
に
は
医
学
館
薬
品
会

「
添
田
玄
春
日
記
」

順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
に
は
「
添
田
玄
舂
日
記
」
七
冊
が
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
か
ら
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
ま

で
の
一
六
年
に
わ
た
る
添
田
家
の
日
記
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
わ

ず
か
八
年
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
添
田
家
の
執
事
の
筆
に
な
る
日
記
で

玄
春
自
身
に
よ
る
記
述
で
は
な
い
の
で
、
玄
春
の
社
会
的
な
言
動
や
感

想
、
心
の
動
き
は
し
る
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
反
面
玄
春
を
は
じ
め
と

し
て
、
雇
人
の
細
々
と
し
て
行
動
ま
で
詳
細
に
し
る
さ
れ
て
い
る
と
い

う
別
の
一
面
も
あ
っ
て
、
添
田
家
の
客
観
的
な
状
況
を
し
る
に
は
か
え

っ
て
有
利
で
あ
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
本
例
会
で
は
添
田
玄
春
の
医

学
と
医
療
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

江
戸
幕
府
寄
合
医
師
添
田
玄
春
の
医
学
と
医
療
活
動

深
瀬
泰
旦


